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マウスアデノウイルス
Mouse Adenovirus
(MAdV-1, MAdV-2, MAV)

分類
DNA ウイルス、エンベロープをもたない

科
Adenovirus

感受性動物種
マウス

頻度
実験用マウスにおいては、まれである。

伝播経路
マウスアデノウイルスには、2 つの株がある。MAdV-1 と

MAdV-2 である。MAdV-1 は、尿、糞便、あるいは鼻汁と直

接接触することによって伝播する。MAdV-2 は、腸管に感染

し、免疫機能の正常なマウスにおいては、少なくとも 3 週間

は排出される。いくつかのラットコロニーにおいて、MAdV-2

に対する抗体が陽転したと報告されたが、これはおそらく他

のウイルスによるものであろう。

臨床症状および病変
免疫機能が正常な成体げっ歯類における MAdV-1 と MAdV-2

の自然感染においては、通常、臨床症状を示さない。哺乳マ

ウスや免疫不全マウスに MAdV-1 や MAdV-2 を実験感染させ

た場合には、臨床症状がみられるであろう。MAdV-1、MAdV-2

いずれにおいても、特徴的な A 型核内封入体が見られる。

MAdV-1 においては、封入体は副腎に見られる。MAdV-2 に

おいては、封入体は小腸遠位端や盲腸で見られる。MAdV-2

を実験感染させたラットにおいては、いかなる症状もみられ

なかった。

診断
MFIA®/ELISA および IFA が、マウスおよびラットにおけるマ

ウ ス ア デ ノ ウ イ ル ス 感 染 の 診 断 の た め に 利 用 さ れ る。

MAdV-1 に対する抗体は、MAdV-2 と交差反応を示すが、

MAdV-2 に対する抗体は、MAdV-1 と交差反応を示さない。

多くの研究室において、MAdV-1 と MAdV-2 を混合した抗原

を用いて診断をおこなっている。

実験への悪影響
MAdV-1 が感染すると、大腸菌による腎盂腎炎に対する感受

性が亢進することが報告されている。

予防と治療
動物の住居、器材、ならびにスタッフの出入りを適切にコン

トロールし、そして野生 マウスの侵入を防御することによっ

て、研究用コロニーがアデノウイルスに感染することを防ぐ

ことができる。マウスアデノウイルスが感染しているコロ

ニーからウイルスを撲滅するために、無菌的な子宮摘出や胚

移植をおこなってコロニーを再構築（クリーン化）すること

は、有効な方法である。マウスアデノウイルスは、40℃の環

境中において、およそ 2 か月間安定して生存する。室温にお

いては、2 週間生存し、そして 37℃においては、1 週間生存

する。酸化殺菌剤を使って、施設やオートクレーブ滅菌する

ことができない器材を除染することができる。
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